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口
減
少
社
会
」と
い
う
深
刻
な

事
態
に
直
面
し
て
い
る
中
、少

子
化
対
策
・
こ
ど
も
政
策
の
拡
充
は
、

わ
が
国
の
存
立
と
あ
り
方
に
係
る
最

重
要
課
題
で
あ
る
。

　
「
児
童
は
、人
と
し
て
尊
ば
れ
る
」、

「
児
童
は
、社
会
の
一
員
と
し
て
重
ん

ぜ
ら
れ
る
」、「
児
童
は
、よ
い
環
境
の
中

で
育
て
ら
れ
る
」と
い
う
児
童
憲
章（
昭

和
26
年
制
定
）に
掲
げ
ら
れ
た
原
則
を

改
め
て
確
認
し
、来
年
4
月
発
足
が
見

込
ま
れ
る
こ
ど
も
家
庭
庁
を
中
心
に
、

年
齢
・
障
害
の
有
無
・
所
得
や
家
庭
環

境
、事
業
所
管
行
政
庁
の
差
異
等
に
関

わ
ら
な
い「
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の

視
点
に
立
っ
た
こ
ど
も
政
策
」の
立
案

と
実
行
を
大
い
に
期
待
し
た
い
。

　

ま
た
、子
育
て
を
巡
る
社
会
環
境
が

変
化
し
て
き
て
い
る
中
、児
童
虐
待
事

案
が
頻
発
す
る
極
め
て
遺
憾
な
現
状

に
あ
る
。今
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
た

児
童
福
祉
法
改
正
法
案
に
よ
り
一
時

保
護
体
制
の
見
直
し
な
ど
児
童
の
権

利
の
擁
護
、家
庭
お
よ
び
養
育
環
境
の

支
援
強
化
が
図
ら
れ
る
が
、実
効
性
の

あ
る
取
り
組
み
を
望
み
た
い
。

　

他
方
、子
ど
も
を
持
ち
た
い
と
願
い

な
が
ら
か
な
わ
ず
、ま
た
、不
妊
治
療

に
は
高
額
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
か

ら
悩
む
方
も
多
く
み
ら
れ
る
。平
成
16

年
度
に
特
定
治
療
支
援
事
業
制
度
が

創
設
さ
れ
、指
定
医
療
機
関
に
お
い
て

行
わ
れ
た
配
偶
者
間
の
不
妊
治
療
費

用
の
税
財
源
に
よ
る
助
成（
実
績
1
万

7
6
5
7
件
。1
年
度
当
た
り
10
万
円
、

通
算
2
年
間
）が
ス
タ
ー
ト
し
、そ
の

後
制
度
改
正
が
重
ね
ら
れ
て
き
た（
令

和
2
年
度
、1
回
当
た
り
助
成
額
30
万

円
。支
給
実
績
13
万
5
4
5
8
件
）。

　

出
産
年
齢
が
高
年
齢
化
し
て
き
て
い

る
中
、子
ど
も
を
持
ち
た
い
方
が
安
心

し
て
有
効
で
安
全
な
不
妊
治
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、不
妊
治
療
の
保
険
適
用

対
象
の
拡
大
と
質
の
担
保
、第
三
者
機

関
に
よ
る
実
施
医
療
機
関
の
審
査
の

実
施
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

本
年
4
月
実
施
の
診
療
報
酬
改
定

に
お
い
て
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
が

拡
大
さ
れ
、人
工
授
精
な
ど
に
係
る
評

価
、女
性
の
年
齢
が
43
歳
未
満
で
あ
る

場
合
の
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
な
ど
生

殖
補
助
医
療
に
係
る
評
価
、男
性
不
妊

治
療
に
係
る
評
価
が
新
設
さ
れ
る
。

　

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
の
参
加
協

力
を
得
て
、患
者
と
家
族
の
視
点
に
立
っ

た
受
診
・
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
設
定

さ
れ
、適
切
な
不
妊
治
療
の
選
択
・
提
供

と
利
用
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

そ
の
場
合
、不
妊
治
療
の
エ
ビ
デ
ン
ス
、

コ
ス
ト
・
利
便
性
、益
と
害
の
バ
ラ
ン

ス
等
に
つ
い
て
、患
者
一
人
ひ
と
り
の

ニ
ー
ズ
に
見
合
っ
た
適
切
な
情
報
が

提
供
さ
れ
、そ
の
理
解
を
基
に
不
妊
治

療
が
行
わ
れ
る
よ
う
期
待
し
た
い
。

　

ま
た
、今
回
の
保
険
適
用
を
契
機
に
、

よ
り
侵
襲
性
の
少
な
く
有
用
性
・
経
済

性
の
高
い
不
妊
治
療
用
の
新
た
な
医

薬
品
・
検
査
方
法
・
医
療
機
器
・
培
養
方

法
等
の
開
発
と
普
及
が
進
み
、患
者
の

肉
体
的
・
精
神
的
・
経
済
的
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

な
お
、妊
娠
出
産
と
子
育
て
は
個
々

人
の
判
断
と
選
択
に
よ
る
こ
と
で
は

あ
る
が
、加
齢
に
伴
っ
て
妊
娠
の
可
能

性
は
低
下
し
、他
方
、流
産
率
・
妊
産
婦

死
亡
率
の
上
昇
、児
の
染
色
体
異
常
率

も
高
ま
る
実
態
を
踏
ま
え
て
、女
性
や

子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
た
よ
り
良
い

生
育
環
境
、育
児
休
業
・
乳
児
保
育
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
一
体
的
な
検
討

が
望
ま
れ
る
。
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人
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